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県医労 第69回定期大会

請願署名で職場環境の改善を！
超勤書けず　パワハラ蔓延

　働くものの通信大学、「勤労者通信大学」

が憲法コース、労働組合コース、基礎コー

スにわかれて取り組まれています（募集は

６月末で締め切り）。全員が励まし合って

修了しようと、スクーリングが６月19日に

開催され、受講者10人が参加しました。

　今回は、憲法コースの教科責任者の小沢

隆一氏が、東京から講師として参加。「96

条改憲」論の「意味」など、中身の濃い学

習となり、テスト対策も行われました。

～今、憲法が大事！！～

勤通大スクーリング開催

　

県
医
労
定
期
大
会
が
盛
岡
市

つ
な
ぎ
温
泉
「
ホ
テ
ル
大
観
」

で
６
月
21
、
22
日
の
２
日
間
開

催
さ
れ
、１
年
間
の
運
動
方
針
、

新
役
員
体
制
な
ど
が
採
択
・
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
岩

手
医
労
連
、
い
わ
て
労
連
、
日

本
共
産
党
の
各
代
表
か
ら
、
激

励
と
連
帯
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

○
○
書
記
長
か
ら
県
議
会
へ

の
大
幅
増
員
請
願
署
名
を
含
む

運
動
方
針
の
提
案
が
行
わ
れ
、

討
論
で
は
、「
夜
勤
専
従
試
行

で
、
日
勤
者
数
が
減
り
、
残
業

が
ま
す
ま
す
増
え
る
の
で
あ
れ

ば
意
味
が
な
い
、
本
末
転
倒

だ
」「
師
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
ひ

ど
い
。
超
勤
を
書
く
と
、『
そ

ん
な
こ
と
で
書
く
の
？
』
と
超

勤
を
取
り
消
さ
れ
た
」「
体
調

不
良
で
年
次
を

伝
え
る
と
、『
午

後
か
ら
出
て
こ

れ
な
い
？
』
と

言
わ
れ
た
」「
調

理
師
の
補
充
が

な
い
。
30
〜
40

代
が
、
頑
張
っ

て
い
る
が
、
体

調
を
崩
し
て
い

る
」
な
ど
、
人

員
不
足
や
パ
ワ

ハ
ラ
の
実
態
が

報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
職

場
実
態
を
変
え
、
大
幅
増
員
を

勝
ち
取
る
た
め
に
、
９
月
末
ま

で
の
３
ヶ
月
間
に
一
人
10
筆
以

上
を
目
標
に
、
病
院
玄
関
前
署

名
行
動
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

請
願
署
名
５
万
筆
達
成
に
集
中

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
運
動
方
針
は
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員

等
の
組
合
費
の
変
更
な
ど
の
規

約
改
正
、
決
算
・
予
算
、
永
年

組
合
員
表
彰
、
特
別
中
執
の
決

定
も
そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ
れ
、
２

日
間
の
大
会
日
程
を
終
え
ま
し

た
。

職場の状況を報告する大船渡支部○○代議員

大会あいさつをする中野中央執行委員長
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　  減額措置の内容（抜粋）

　 【給料月額（経過措置額含む）】
　　・総括課長級以上（行政職６級相当以上）△ 9.4%
　　・主査級以上 （　〃　３～５級相当）△ 7.4%
　　・一般級 （　〃　１～２級相当）△ 4.4%
　 【措置期間】
　　2013年７月～2014年３月の９ヶ月間

5・30 大衆交渉に臨む地公共闘交渉団

由
に
、
給
与
月
額
で
平
均
△

７
・
１
％
（
９
ヶ
月
間
）
、
12

月
の
期
末
・
勤
勉
手
当
で
△

９
・
77
％
な
ど
と
す
る
給
与
削

減
を
、
地
公
共
闘
（
県
職
員
７

つ
の
労
働
組
合
）
に
対
し
提
案

し
て
き
ま
し
た
。

【
県
当
局
と
の
交
渉
】

　

地
公
共
闘
で
は
、
人
勧
に
も

【
経
過
】

　

５
月
16
日
、
県
は
国
か
ら
の

交
付
金
が
大
幅
に
減
額
（
約

83
億
円
）
さ
れ
た
こ
と
を
理

財
源
不
足
理
由
に
給
与
削
減

　
　

一
時
金
、諸
手
当
連
動
は
阻
止

基
づ
か
な
い
不
当
な
提
案
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
白
紙
撤
回
を
求

め
交
渉
を
重
ね
ま
し
た
。
５
月

24
日
に
は
、
知
事
に
８
千
枚
を

超
え
る
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
（
要

請
は
が
き
）
を
提
出
。
同
30
日

に
は
県
公
会
堂
で
総
決
起
集
会

を
開
催
し
、
各
単
組
・
支
部
代

表
が
参
加
す
る
大
衆
交
渉
に
臨

み
、
職
場
状
況
や
家
計
へ
の
影

響
を
直
接
訴
え
ま
し
た
。
５
月

31
日
に
は
、
公
務
共
闘
（
自
治

労
連
や
県
国
公
な
ど
と
の
共
闘

組
織
）
で
も
、
削
減
し
な
い
よ

う
県
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
交
渉
の
山
場
と

し
て
再
度
総
決
起
集
会
を
開
催

し
、
県
庁
周
辺
で
の
デ
モ
行
進

を
背
景
に
、
総
務
部
長
交
渉
に

臨
み
ま
し
た
。
結
果
、
白
紙
撤

回
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
期
末
・
勤
勉
手
当
か
ら
の

減
額
を
除
外
さ
せ
、
諸
手
当
へ

の
連
動
を
回
避
さ
せ
る
な
ど
、

削
減
額
を
圧
縮
さ
せ
ま
し
た
。

同
10
日
に
は
地
公
共
闘
四
役
と

知
事
と
の
交
渉
が
あ
り
ま
し
た

が
、
更
な
る
前
進
回
答
は
得
ら

れ
ず
、
こ
れ
以
上
の
押
し
戻
し

は
難
し
い
と
の
判
断
か
ら
交
渉

を
終
え
ま
し
た
。

【
医
療
局
と
の
交
渉
】

　

地
公
共
闘
で
の
交
渉
終
結
を

受
け
、
県
医
労
で
は
医
療
局
と

の
交
渉
に
移
行
。
医
療
局
提
案

は
、
医
師
を
除
外
し
た
以
外

は
、
県
と
全
く
同
じ
内
容
で
し

た
。
６
月
18
日
、
本
部
団
体
交

渉
で
佐
々
木
医
療
局
長
は
、

「
生
活
実
態
は
非
常
に
厳
し

い
。
減
額
は
申
し
訳
な
い
」
と

す
る
一
方
、
あ
く
ま
で
も
県
同

様
に
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
勤
務

意
欲
（
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
の

向
上
な
ど
、
具
体
的
な
改
善
策

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
事
務

交
渉
で
詰
め
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

５
・
31 

公
務
共
闘
対
県
要
請

６
・
６ 

地
公
共
闘
デ
モ
行
進
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３
年
に
一
度
の
参
議
院
選
挙

（
任
期
は
６
年
）、
７
月
４
日
が

公
示
で
投
票
日
は
21
日
で
す
。

　

薬
剤
師
の
ケ
ン
イ
チ
さ
ん

と
、
ナ
ー
ス
の
イ
ク
ち
ゃ
ん
が

選
挙
の
こ
と
で
何
や
ら
話
を
し

て
い
ま
す
。

ケ
ン
：
選
挙
に
は
い
つ
も
行
っ

て
る
で
し
ょ
？

イ
ク
：
え
っ
？
投
票
し
た
こ
と

な
い
よ
。
投
票
所
が
ど

こ
か
も
知
ら
な
い
し
。

ケ
ン
：
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
!!
ダ
メ

だ
な
〜
！
行
っ
た
こ
と

な
い
の
？
な
ん
で
？

イ
ク
：
だ
っ
て
、
自
分
が
行
っ

た
っ
て
行
か
な
く
っ

た
っ
て
、
ど
う
せ
変
わ

ら
な
い
で
し
ょ
？
誰

が
、
誰
か
も
よ
く
わ
か

　
　
　
　

 

あ
る
の
知
っ
て
る
？

ら
な
い
し
。
何
を
、
基

準
に
投
票
し
た
ら
良
い

の
か
も
さ
っ
ぱ
り
。

ケ
ン
：
そ
う
か
〜
、
確
か
に
。

選
挙
に
な
る
と
み
ん

な
い
い
こ
と
ば
っ
か
り

言
っ
て
、
実
際
の
と
こ

ろ
は
実
行
し
て
く
れ
る

の
か
、
わ
か
ら
な
い
よ

な
。
イ
ク
ち
ゃ
ん
は
、

何
も
興
味
な
い
の
？

イ
ク
：
興
味
は
な
い
わ
け
じ
ゃ

な
い
よ
。
消
費
税
の
こ

と
と
か
、
原
発
が
ど
う

な
る
の
か
も
心
配
だ

し
。
震
災
か
ら
の
復
興

に
し
て
も
、
あ
ま
り
に

も
進
み
が
遅
い
じ
ゃ
な

い
？

ケ
ン
：
大
事
な
こ
と
じ
ゃ
な
い

か
〜
！
消
費
税
は
、
来

年
４
月
か
ら
８
％
っ
て

方
向
は
で
て
い
る
け
ど
、

こ
の
秋
に
最
終
的
判
断

を
す
る
ら
し
い
よ
。

イ
ク
：
え
っ
？
も
う
決
ま
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
の
？

ケ
ン
：
今
度
の
選
挙
の
投
票
結

果
で
、
流
れ
が
変
わ
る

こ
と
は
大
あ
り
な
ん
だ
。

イ
ク
：
へ
ぇ
〜
。

ケ
ン
：
震
災
か
ら
の
復
興
に
し

て
も
、
全
く
関
係
な
い

と
こ
ろ
で
の
復
興
予
算

の
流
用
は
続
い
て
い
る

ら
し
い
じ
ゃ
な
い
か
。

イ
ク
：
え
〜
！
そ
う
な
の
？

ケ
ン
：
去
年
は
２
兆
２
千
億

円
、
今
年
に
入
っ
て

１
兆
円
を
超
す
予
算

が
使
わ
れ
て
い
て
大

問
題
だ
よ
。

イ
ク
：
そ
れ
な
の
に
、
私
た
ち

の
給
与
は
減
ら
さ
れ
る

の
？
ひ
ど
い
よ
ね
〜
！

ケ
ン
：
そ
の
通
り
だ
よ
。
も
っ

と
大
変
な
こ
と
に
、
医

療
と
か
介
護
と
か
、
社

会
保
障
に
使
わ
れ
る
予

算
は
減
ら
さ
れ
て
、
患

者
負
担
は
さ
ら
に
引
き

上
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
ん
だ
。

イ
ク
：
え
〜
！
大
変
な
こ
と
だ

ね
〜
！

ケ
ン
：
憲
法
に
関
わ
る
問
題
も
、

や
た
ら
騒
が
れ
て
い
る

だ
ろ
う
？
日
本
医
労
連

と
か
、
全
労
連
の
新
聞

で
選
挙
特
集
号
を
し
て

い
る
か
ら
、
読
ん
で
み

て
！

イ
ク
：
わ
か
っ
た
。
と
り
あ
え

ず
、
投
票
に
は
し
っ
か

り
行
く
こ
と
に
す
る

よ
！

ケ
ン
：
さ
す
が
イ
ク
ち
ゃ
ん
だ

け
あ
る
ね
。

イ
ク
：
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
！

　

み
な
さ
ん
も
職
場
で
、
声
を

出
し
て
読
み
あ
わ
せ
て
ね
！

　
　
　
　

あ
る
の

あ
る
の

参
議
院
選
挙

ケンイクケンイク

ケンイク

ケンイクケンケン イク

イク イクケンケン

イクケン ケン イクイク
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６
月
１
〜
２
日
に
「
非
正
規
で

は
た
ら
く
な
か
ま
の
全
国
交
流

集
会
in
い
わ
て
」
が
一
関
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

４
６
０
人
、県
医
労
か
ら
５
支
部
・

本
部
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
「
年
越
し
派
遣
村
」

な
ど
反
貧
困
運
動
の
先
頭
に
立
っ

て
た
た
か
う
弁
護
士
・
宇
都
宮

健
児
さ
ん
が
「
弁
護
士
は
見
た
！

日
本
の
貧
困
と
政
治
」
と
題
し
、

記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。「
生

活
保
護
受
給
者
が
増
え
て
い
る
の

は
、
貧
困
と
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
か
ら
。
生
活
保
護
水
準
は
最

低
賃
金
と
も
連
動
す
る
だ
け
に
、

最
低
賃
金
を
上
げ
て
労
働
条
件

を
改
善
す
べ
き
。
消
費
税
増
で

貧
困
と
格
差
は
さ
ら
に
広
が
る
。

『
経
済
の
貧
困
』
と
と
も
に
『（
人

間
）
関
係
の
貧
困
』
が
進
み
、
孤

立
し
て
い
く
。
孤
立
し
な
い
よ
う

『
思
い
や
り
』『
助
け
合
い
』『
支

え
合
い
』
の
あ
る
社
会
を
作
っ
て

い
く
。
い
ろ
い
ろ
な
制
度
を
変
え

る
に
は
政
治
を
変
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
政
治
に
無
関
心
で
は
な

の
是
正
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
（
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら

し
い
仕
事
）
実
現
へ
結
束
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
職
場
の
実
態
を

報
告
・
意
見
交
換
す
る
分
科
会

や
、
原
発
問
題
・
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
問
題
の
講
義
な
ど
14
の
分

科
会
・
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

分
科
会
終
了
後
、
一
関
市
街
を
、

「
解
雇
・
雇
い
止
め
反
対
！
」「
最

低
賃
金
１
０
０
０
円
以
上
に
！
」

な
ど
非
正
規
の
声
を
ア
ピ
ー
ル
・

行
進
し
ま
し
た
。

正社員が　　　　
当たり前の社会に

沿岸、被災地からの行進も
広島、長崎へ国民平和大行進
県内で1千人を超す参加者でリレー
　今年も、原水爆禁止、核兵器の廃絶を訴
え、全国を行進する国民平和大行進が取り
組まれました。
　岩手県へは、５月６日に北海道・礼文島
を出発した行進が、６月８日から16日まで
県内を縦断。さらに、久慈コースや、宮古
を出発し、大槌、山田、陸前高田など被災
地を経由するコースも取り組まれました。
　久慈支部では、岩手県母親大会の前日で
したが、支部代表が行進に参加。
　10日㈪の盛岡市内の行進は、中心部に
近づくにつれ増え、130人になりました。
県公会堂前の歓迎集会には、県被団協事務
局長などが駆けつけあいさつ。集会後は、
平和のつどいが行われました。

たくさんの学生が参加した盛岡市内の行進

く
、
貧
困
者
の
立
場
に
立
っ
て
い

る
人
を
送
り
出
し
て
い
こ
う
」
と

テ
ン
ポ
良
く
現
状
と
今
後
の
運

動
に
つ
い
て
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

生
活
保
護
や
労
働
組
合
に
つ
い
て

「
学
校
教
育
の
中
で
も
権
利
が
あ

る
事
だ
け
を
教
え
る
の
で
は
な

く
、
生
活
保
護
の
申
請
方
法
や

デ
モ
な
ど
自
分
た
ち
で
や
っ
て
み

る
こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
、岩
手（
陸
前
高
田
）

の
被
災
地
報
告
、
各
労
組
関
係

者
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
集
会
ア

ピ
ー
ル
の
採
択
で
貧
困
と
格
差

マ
ツ
ダ
派
遣
切
り
裁
判
の
報
告
を
す
る

原
告
団　

佐
藤
次
徳
さ
ん

貧困と格差をなくせ！

講演する宇都宮健児弁護士
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「
国
民
と
広
く
連
帯
し
、
患

者
・
住
民
と
医
療
・
福
祉
労
働

者
の
人
権
・
生
命
の
尊
厳
を
守

ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ

た
「
全
国
医
療
研
」
は
、
６
月

14
日
（
金
）
〜
16
日
（
日
）、
青

森
市
文
化
会
館
を
中
心
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
３
日
間
の
参
加

者
は
、
全
国
か
ら
９
２
０
名
を

超
え
、
県
医
労
か
ら
は
５
支
部
・

本
部
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
記
念
講
演
は
「
今
日

の
貧
困
問
題
と
社
会
政
策
の
課

題
」
と
題
し
、
立
命
館
大
学

の
唐
鎌
直
義
教
授
が
行

い
、「
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ

Ｈ
Ｓ
（
国
民
保
健
サ
ー

ビ
ス
）
は
保
険
料
を
払

わ
な
く
て
も
、
医
療
費

は
無
料
」
等
と
日
本
の

社
会
保
障
制
度
の
脆
弱

さ
を
浮
き
彫
り
に
し
ま

し
た
。
２
日
目
は
18
分

科
会
と
市
民
講
座
が
行

わ
れ
、
県
医
労
か
ら
の

レ
ポ
ー
ト
発
表
は
２
名

で
し
た
。
六
ヶ
所
村
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
と
三
沢
米

軍
基
地
を
見
学
す
る
動
く
分
科

会
に
は
、
原
発
事
故
後
の
関
心

も
あ
り
90
名
も
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
終
日
は
一
関
市
国
保
藤
沢

病
院
長
の
佐
藤
元
美
氏
が
「
地

域
に
合
っ
た
住
民
が
求
め
る
医

療
と
は
」
と
題
し
、
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
来
年
は
東
京

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
【
感　

想
】

　

私
た
ち
労
働
組
合
が
職
場
の

労
働
条
件
を
守
り
改
善
し
て
行

く
こ
と
、
そ
し
て
選
挙
に
参
加

し
政
治
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と

が
集
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
実
現
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。
見

聞
き
し
感
じ
た
こ
と
を
、
一
人

で
も
多
く
の
人
に
伝
え
よ
う
と

思
い
ま
す
。

 

久
慈
支
部　

○
○
○
○

　

分
科
会
は
、「
動
く
分
科
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
三
沢
基
地

で
は
、
米
軍
と
自
衛
隊
の
社
宅

や
自
宅
の
違
い
に
圧
倒
さ
れ
、

米
軍
の
住
宅
手
当
は
大
佐
ク
ラ

ス
で
約
40
万
円
も
ら
っ
て
い
る

こ
と
に
は
驚
き
ま
し
た
。
六
ヶ

所
村
は
、
と
て
も
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
、
原
発
の
予
算
が
ば
ら

ま
き
状
態
で
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
自
分
の
目
で
見
て
、
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
増
税
、
保

険
料
値
上
げ
と
、
騒
い
で
い
る

今
、
思
い
や
り
予
算
な
ど
に
税

金
を
使
い
、
お
金
が
な
い
か
ら

と
赤
字
国
債
を
増
や
し
続
け
て

い
る
と
は
お
粗
末
な
こ
と
で
す
。

安
心
し
て
老
後
を
迎
え
ら
れ
る

日
本
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

 

南
光
支
部　

○
○
○
○

　　

精
神
の
分
科
会
へ
参
加
し
ま

し
た
。
脱
入
院
治
療
が
叫
ば
れ

て
い
る
が
ま
だ
ま
だ
そ
う
で
な

い
状
況
も
あ
る
こ
と
が
、
改
め

て
実
感
で
き
ま
し
た
。
各
施
設

で
の
取
り
組
み
な
ど
の
レ
ポ
ー

ト
を
見
て
、自
分
自
身
も
頑
張
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。
青
森
で
の
ホ
タ
テ
と
牛
乳

味
噌
ラ
ー
メ
ン
は
格
別
で
し
た
。

 

一
戸
支
部　

○
○
○
○

　

青
森
ね
ぶ
た
の
太
鼓
で
出
迎

え
ら
れ
、
記
念
講
演
・
分
科
会

に
参
加
し
て
３
日
間
満
喫
。
分

科
会
は
、「
救
急
・
災
害
医
療
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
大
槌
町
で

の
リ
ハ
ビ
リ
支
援
に
つ
い
て
青

森
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
全
国
か
ら
多
く
の

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
支

援
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の

感
謝
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。

 

中
央
支
部　

○
○
○
○

安
心
で
き
る
医
療
・

  
介
護
と
社
会
保
障
を

　

   
第
40
回
医
療
研
究
全
国
集
会 

in 

青
森

立命館大学　唐鎌直義教授

オープニングはやっぱり「ねぶた」
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女性部

　

第
59
回
岩
手
県
母

親
大
会
は
、
６
月
９

日
、
久
慈
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地

で
行
わ
れ
る
の
は
初

め
て
で
す
。
こ
の
日

は
、「
や
ま
せ
」
の

心
配
を
よ
そ
に
朝
か

ら
気
温
が
上
昇
し
、

全
県
か
ら
１
１
０
０

名
の
参
加
者
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

午
前
は
、
子
育

て
・
教
育
、
原
発
、

加
者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
復

興
の
力
に
な
り
た
い
」「
い
い

思
い
出
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

問
題
」
の
分
科
会
で
は
、
県
医

労
女
性
部
長
の
○
○
○
○
さ
ん

が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

　

午
後
の
全
体
会
は
、
久
慈
高

校
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
演
奏
で
開

会
し
ま
し
た
。
澄
ん
だ
優
し
い

音
色
に
会
場
が
静
ま
り
、
し
ば

し
演
奏
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
あ
い
さ
つ
で
山
内
久

慈
市
長
は
「
被
災
地
で
の
開
催

に
感
謝
。
ア
マ
4

4

ノ
ミ
ク
ス

4

4

4

4

効
果

が
現
れ
て
い
る
」
な
ど
、
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
て
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
愛
媛
大
学
名

誉
教
授
の
山
本
万
喜
雄
さ
ん
。

だ
じ
ゃ
れ
を
交
え
な
が
ら
子
育

て
の
喜
び
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

子
ど
も
の
思
い
の
受
け
止
め
方

や
、
つ
ら
い
時
、
病
ん
で
い
る

時
な
ど
の
発
想
の
転
換
な
ど
、

子
育
て
を
通
し
て
自
分
も
育
つ

楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

県
医
労
か
ら
は
14
支
部
・
本

部
66
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
、
憲
法
の
分

科
会
、
記
録
映

画
「
希
望
の
シ
グ

ナ
ル
」
の
ほ
か

に
、
希
望
者
の
多

か
っ
た
「
三
鉄
に

乗
っ
て
復
興
応

援
」、「
久
慈
琥

珀
」
の
見
学
分
科

会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
「
三
鉄
」で
は
、駅
長
さ
ん
が
、

出
発
の
ベ
ル
を
参
加
者
の
男
児

に
任
せ
た
り
、
車
窓
か
ら
の
景

色
を
見
な
が
ら
被
災
当
時
の
様

子
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
参

出会いを力に よりよい社会をめざして

記念講演の山本万喜雄先生

講演を聞く参加者（アンバーホール）

久慈琥珀博物館とまが玉づくり
　琥珀博物館では琥珀の成り立ちや
展示品などを駆け足で見学。まが玉
作りは３種類の紙やすりで形を整え、
ピカピカに磨いてアクセサリーをつ
くりました。その後、「ビストロくん
のこ」で短角牛のトマトカレーを美
味しく頂きました。もっと時間がほ
しかった。（○○○）

太古の
ロマン

見学分科会

第59回
岩手県母親大会

６月９日

in 久慈
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青年部

　

５
月
25
〜
26（
土
・

日
）、
岩
手
医
労
連

青
年
部
主
催
の
青
年

交
流
会
「
プ
レ
ア
ク

ト
い
わ
て
in
北
上
」

が
サ
ン
タ
ハ
ウ
ス
Ｇ

Ｅ
Ｔ
Ｏ
を
会
場
に
開

催
さ
れ
、
北
上
済
生

会
病
院
、
一
関
病
院

な
ど
８
単
組
か
ら
・

43
名
が
参
加
、
県
医
労
か
ら
は

７
支
部
18
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

北
上
市
内
の
ス
ー
パ
ー
に
集

合
し
、
プ
レ
ア
ク
ト
が
ス
タ
ー

大自然の中でリフレッシュ
岩手医労連青年部プレアクトいわて
　　　　　　　　　　　　in GETO

ト
。
夕
食
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
な
ど
の
買             

い
出
し
を
分
担
し
、
会
場
の
サ

ン
タ
ハ
ウ
ス
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
へ
。
15

時
か
ら
は
医
労
連
・
鈴
木
書
記

長
を
講
師
に
空
の
下
で
の
情
勢

学
習
会
と
全
国
ア
ク
ト
参
加
経

験
者
に
よ
る
全
国
ア
ク
ト
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夕
食
交
流
会
で
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
囲
み
な
が
ら
、
く
じ
引
き
に

よ
る
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
利
き

酒
な
ら
ぬ
「
利
き
お
茶
」
や
「
利

き
カ
ク
テ
ル
」
な
ど
の
ゲ
ー
ム

で
、
初
対
面
ど
う
し
で
も
打
ち

解
け
、
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

似てる？
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仕
事
に
追
わ
れ
、
休
み
は
寝

て
、
ご
は
ん
を
食
べ
て
終
わ
り

…
。
自
分
の
人
生
こ
ん
な
で
良

い
の
か
、
真
剣
に
悩
ん
で
い
ま

す
。
連
休
く
れ
ー
!!

胆
沢
支
部　

ロ
ー
ジ
ー

　

　

　

連
休
で
東
京
か
ら
帰
っ
て
き
た

大
学
生
の
息
子
。
咳
き
込
み
が
ひ

ど
く
、
朝
の
３
時
４
時
ま
で
ゴ
ホ

ゴ
ホ
す
る
の
で
心
配
に
な
り
病
院

に
行
っ
た
所
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

肺
炎
で
し
た
。
帰
っ
て
き
て
い
る

時
で
良
か
っ
た
。
不
幸
中
の
幸
い

で
す
。江

刺
支
部　

○
○
○
○
○

　

　

　

気
候
も
過
ご
し
や
す
く
な

り
、
夜
勤
前
後
も
外
に
出
た
い

欲
求
に
か
ら
れ
…
。
日
勤
の
疲

れ
、
夜
勤
の
疲
れ
が
重
な
り
、

後
悔
す
る
こ
と
も
…
。
ゆ
っ
く

り
体
を
休
ま
せ
る
気
持
ち
も
大

事
に
し
て
い
こ
う
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

中
央
支
部　

○
○
○
○

　

６
月
21
〜
22

日
、
県
医
労
第

69
回
定
期
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
の

２
０
１
３
年
度
運

動
方
針
に
は
、
職

員
定
数
枠
の
拡

大
・
大
幅
増
員
に

向
け
た
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
、

議
案
を
補
強
す
る
立
場
で
討
論

が
相
次
い
だ
▼
「
時
間
外
が
22

時
、
23
時
。
年
次
取
得
が
ゼ
ロ

の
職
員
も
い
る
。
病
院
の
中
で
、

病
休
者
が
多
く
産
休
・
育
休
、

育
児
時
間
や
部
分
休
業
を
入
れ

る
と
、
休
暇
＋
フ
ル
タ
イ
ム
以

外
の
職
員
は
86
名
。
９
回
夜
勤

は
多
発
し
、
ス
タ
ッ
フ
自
ら
４̶

４
体
制
か
ら
、
３̶

４
体
制
に

引
き
下
げ
て
欲
し
い
と
願
い
出

た
」
と
。「
夜
勤
専
従
看
護
師
」

の
声
や
実
態
に
つ
い
て
も
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。「
夜
勤
を
す
る
こ

と
で
師
長
の
顔
を
見
な
く
て
す

む
こ
と
が
何
よ
り
（
メ
リ
ッ
ト
）。

上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
の
方
が
身
体

的
ス
ト
レ
ス
を
上
ま
わ
っ
て
い

　

一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
こ
の

ま
ま
給
料
が
減
ら
さ
れ
る
の
は

死
活
問
題
で
す
。
何
と
か
し
て

欲
し
い
。
増
額
は
遅
す
ぎ
る
の

に
減
額
は
早
す
ぎ
ま
す
。

遠
野
支
部　

ま
ど
ま
ど
マ
マ

　

　

　

組
合
員
歴
15
年
以
上
で
す

が
、
３
月
号
の
懸
賞
パ
ズ
ル
に

初
め
て
応
募
し
ま
し
た
。
そ
し

て
み
ご
と
当
選
！
「
応
募
し
て

み
る
も
ん
だ
な
〜
」
と
思
い
、

今
月
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

大
船
渡
支
部　

宝
く
じ

　

　

　

上
司
も
患
者
も
皆
さ
ん
、
そ

れ
ぞ
れ
で
毎
日
疲
れ
ま
す
。
労

働
者
に
も
愛
の
手
を
！

中
央
支
部　

あ
ま
ち
ゃ
ん

　

　

　

５
月
号
懸
賞
パ
ズ
ル
の
正
解
者

が
19
名
中
６
名
と
い
う
前
代
未

聞
の
結
果
に
ビ
ッ
ク
リ
。「
み
な

さ
ん
、
か
な
り
お
疲
れ
な
の
だ
な

〜
」
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事

で
し
た
。本

部
書
記
局　

担
当
者

る
」、「
日
勤
の
帰
る
時
間
の
遅
さ

に
比
べ
れ
ば
、
夜
勤
専
従
は
時

間
外
が
少
な
く
て
す
む
。
し
か

し
、
日
勤
の
人
手
は
足
り
て
い

な
い
」。
栄
養
科
や
薬
剤
部
門
の

人
手
不
足
も
深
刻
だ
。
医
師
の

業
務
軽
減
と
し
て
導
入
さ
れ
た

医
療
ク
ラ
ー
ク
は
、
２
０
０
名

を
超
え
る
全
員
が
非
正
規
職
員
。

働
き
や
す
い
職
場
・
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
と
は
、
ほ
ど
遠
い

状
況
だ
▼
折
し
も
、
６
月
21
日

は
日
本
医
労
連
が
提
起
し
た
、

「
大
幅
増
員
・
夜
勤
改
善
」
の
自

治
体
請
願
が
二
戸
市
議
会
で
審

議
さ
れ
、
県
内
13
番
目
の
請
願

採
択
と
な
っ
た
。
今
ま
で
の
「
大

幅
増
員
・
夜
勤
改
善
」
の
取
り

組
み
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
県
議
会
請
願
を
後

押
し
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い

▼
９
月
末
ま
で
の
３
ヶ
月
、「
県

民
に
安
全
・
安
心
の
医
療
を
提

供
す
る
た
め
『
県
立
病
院
の
職

員
定
数
拡
大
・
大
幅
増
員
』
を

求
め
る
県
議
会
請
願
」
署
名
を
、

組
合
員
一
人
ひ
と
り
が
元
気
に

訴
え
集
め
き
ろ
う
！　
　

（
る
）

５
月
号
パ
ズ
ル

５
月
号
パ
ズ
ル

　

5
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が
い

は
７
つ
」
に
は
19
名
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
が
、
問
題
が
難

し
か
っ
た
の
か
、
わ
ず
か
６

名
の
正
解
で
し
た
。
正
解
者

に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

■
5
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

あ
ま
ち
ゃ
ん
、
マ
グ
ナ
ム
、

○
○
○
○（
中
央
支
部
）、
ま

ど
ま
ど
マ
マ（
遠
野
支
部
）、

ロ
ー
ジ
ー
（
胆
沢
支
部
）、

○
○
○
○
○（
江
刺
支
部
）



県医労看護部会

夜勤専従看護師学習会
2013年 8月3日㈯
13：00～15：00

2013年 8月3日㈯
13：00～15：00

盛岡市 県民会館第2会議室

労働科学研究所
慢性疲労研究センター
センター長

佐々木　司 氏

学習会「夜勤専従看護師の問題について」

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

７
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
「
血
で
染
め
ず
」　

白
衣
に
決
意
し　

投
票
へ

 

（
平
和
が
ポ
イ
ン
ト
の
ナ
ー
ス
）

◇
夏
季
休
暇　

な
ぜ
か
勝
手
に　

非
番
日
へ

 

（
希
望
通
り
休
み
た
い
人
）

◇
給
与
減　

勤
務
意
欲
も　

笑
顔
も
減

 

（
働
き
や
す
い
職
場
を
願
う
職
員
）

◇
あ
き
ら
め
ず　

投
票
し
て
こ
そ　

世
直
し
に

 

（
７
月
21
日
は
投
票
日
）

◇
Ｔ
Ｐ
Ｐ　

医
療
・
保
険
が　

タ
ー
ゲ
ッ
ト

 

（
将
来
を
危
惧
す
る
青
年
）

７月の予定
１日（月） 県医労看護部会（水産会館）
５日（金）～６日（土）
 県医労女性部第56回定期大会（ホテル紫苑）
６日（土） 岩手医労連特定看護師問題緊急学習会（水産会館）
13日（土） 県医労支部長会議（水産会館）
24日（水）～26日（金）
 日本医労連第63回定期大会
27日（土）～28日（日）
 県医労青年部第56回定期大会（赤い風車）

８月の予定
３日（土） 県医労夜勤専従看護師学習会（県民会館）
６日（火）～９日（金）
 原水爆禁止世界大会（長崎）
10日（土）～12日（月）
 全国保育合同研究集会 in 神奈川
23日（金）～25日（日）
 全国アクトインサマー in 広島
23日（金）～28日（水）
 岩手平和美術展（マリオス）
24日（土） 県医労支部長会議（県民会館）
24日（土）～25日（日）
 第59回日本母親大会（東京）
31日（土）～９月１日（日）
 岩手医労連第66回定期大会（愛真館）


